
① ② ③ ④ ⑤

（有）アグリベースにいやま （佐賀県神埼市）

①自動運転田植え機　②自動運転トラクタ　③自動運転コンバイン
④ドローンリモートセンシング　⑤IoTセンサー

導入技術

2割の規模拡大、水稲1割・麦1割・大豆2割の増収、経営体の収益2割向上目　　標
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○自動運転田植機、自動運転トラクタ、自動運転コンバイン、IoTセンサー、ドローンは利用を継続し、二毛作体系でのデー
タを追加する。また、スマート農機に必須となるRTK-GNSSの九州地域における利便性向上について、引き続き実証する。

○九州北部大規模水田輪作（二毛作）体系におけるスマート農業実証データを取りまとめ、パンフレットや動画にて発
信し、今後スマート農業体系を導入される農家へ新しい情報を提供する。　

事業終了後の普及のための取組

導入技術の効果

●自動運転田植機による省力化
　（5名→3名の組作業へ）
●ほぼすべての不整形圃場へ対応

●自動運転トラクタによる夜間
作業（有人自動）で繁忙期1日
の耕うん作業を40％拡大

実証成果

〇自動運転田植機により、田植え人員が40％削減（5名→3名）し、省力化、規模拡大に貢献。
〇自動運転トラクタ夜間作業により、農繁期作業時間が40％拡大（6.0h→8.4h）。
〇リモートセンシングと収量マップによる可変施肥で、麦は1割以上増収（目標を達成）、水稲・大豆は慣行と同等の収量。
〇スマート農機導入で規模拡大が2割可能となり、2割の規模拡大により収益は3割増（目標を達成）。

目標に対する達成状況1

2

3

問い合わせ先 九州沖縄農業研究センター暖地水田輪作研究領域　（e-mail：smart-Q2＠ml.affrc.go.jp）

九州北部2年4作（稲・麦・大豆・麦）大規模水田スマート一貫体系の実証実証課題名

68ha（水稲40ha、麦60ha、大豆20ha）　うち実証面積：60ha経 営 概 要
★

※令和2年度12月時点

●自動運転トラクタ・田植機・センシング可変施肥・IoTセンサー利用により、
農繁期の負担を軽減し、2割規模拡大3割収益増が可能
　（実証データに基づいたモデル試算）

※慣行体系は同クラス（100ps）の非自動運転
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① ② ③ ④

ＪＡながさき西海させぼ広域かんきつ部会 （長崎県佐世保市）

①NEC営農指導支援システム　②クラウド型かん水コントローラーを活用したマルドリ栽培
③ロボット搭載型プレ選果システム　④遠隔監視型予措･貯蔵システム

導入技術

〇温州みかんの生産者あたり出荷量を10％以上向上　〇産地としての出荷量10,000ｔを確保目　　標
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○農地環境推定システム利用により適期病害虫防除を実施し、農薬使用の低減と青果率向上を目指す。
○クラウド型かん水コントローラーを活用した液肥使用により、溶脱する化学肥料を低減し肥料費の削減と収量安定に繋げる。
〇スマート技術で得られた有益な情報は、営農指導支援システムで生産者と共有し、機械のシェアリングを拡大し作業
にフィードバックする体制を確立する。　

事業終了後の普及のための取組

導入技術の効果

●家庭選果の代替選果システム利用で労働時間19% 削減
●AI選別で果皮障害等の検出が可能となり、選果精度が向上

●生産者倉庫を改造し、遠隔監視による温･湿度の繊細な制御
でみかん腐敗果率が慣行の1/3に低減

●みかん選果所内の予措庫を改良した結果、貯蔵中の無加温み
かん腐敗果率が3.5％低減

●10年分の園地毎の果実品質、本選果 (出荷)のデータをクラウ
ド上に蓄積。生産者がスマートフォンで過去・現在の生産実績
や品質予測など栽培管理に必要な情報を入手

●かん水と同時に液肥を使用することにより作業時間の短縮、軽
労化につながった。開花後の乾燥時にかん水及び同時施肥を
実施することで、生理落果が少なくなり収量も20％増加した。

実証成果

〇担い手に農地集積し生産者1人当たり出荷量は、30年産対比で31年産11％向上で、目標を達成。
〇スマート農機導入により、産地の温州みかん出荷量は31年産10,683ｔで、目標を達成。

目標に対する達成状況1

2

3

問い合わせ先 長崎県農林技術開発センター果樹･茶研究部門　山下　e-mail:jiro@pref.nagasaki.lg.jp

温州みかんの生産から出荷をデータ駆動でつなぐスマート農業技術一貫体系の実証実証課題名

温州みかん389ha　実証面積同じ経 営 概 要
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